




研究目的 

新生児クレチン症マス・スクリーニングにより高 TSH 血症を指摘され,その後継続して

30-50μU/ml程度の高TSH血症があり,TRH負荷試験には過剰反応を示すが,血中の甲状腺ホ

ルモンレベルは常に正常であり,甲状腺ホルモン投与により高 TSH 血症は正常化するとい

った状態を持続している症例を経験している。興味ある症例と考え,その後の経過を報告す

るとともに若干の考察を加えたい。 


